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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 建築指導事業 所管部局 都市計画部

1
所管
室課

開発審査室 事業名 建築指導事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 612 施策 良好な住環境の形成

42,516
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 77.5 92.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

建築指導

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

【統合型GISを利用したシステム改修による拡充】
【キャッシュレス決済の本格導入による拡充】

市内建築物の確認件数
令和元年度…1,199件、令和２年度…1,301件、令和３年度…1,263件

決算額　(千円) 11,823

事業概要

地域防災推進

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

【住宅建築物耐震化計画の中間検証及び改定による拡充】

耐震診断補助件数
令和元年度…56件、令和２年度…22件、令和３年度…36件
耐震設計補助件数
令和元年度…18件、令和２年度…11件、令和３年度…９件
耐震改修補助件数
令和元年度…49件、令和２年度…23件、令和３年度…27件
危険ブロック塀等撤去等補助件数
令和元年度…42件、令和２年度…12件、令和３年度…14件

決算額　(千円) 31,785

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・社会情勢の変化、遵法意識の高まりにより、事業
者や市民からの問合せ等が増加していることに加
え、法改正等により業務量も増加傾向にあり、費用
対効果で効率性を測ることはそぐわない。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

開発審査室 事業名 建築物等防災対策事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・「住宅建築物耐震化計画」の中間検証を行った結
果、住宅の耐震化率は順調に向上している。
　耐震化率は、耐震改修以外に除却や建替、新築に
よる建物数によって決まるため、耐震補助のみで目
標値を達成することは現実的に難しいと考えられる
が、今後も引き続き、令和７年度の目標耐震化率
95％達成のために耐震化率向上につながる啓発を
行っていく必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

37,472
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 33.4 42.4 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)
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